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論
文
要
旨

　

現
在
、
木
村
茶
道
美
術
館
で
は
蒔
絵
師
中
山
胡
民
（
一
八
七
〇
没
）
作
の
盃

を
所
蔵
す
る
。
盃
に
は
寿
の
文
字
が
蒔
絵
さ
れ
溝
口
直
諒
（
一
七
九
九
│
一
八

五
八
）
の
六
十
賀
祝
の
品
と
し
て
作
ら
れ
た
。
調
査
か
ら
寿
の
文
字
は
、
直
諒

の
学
書
の
師
で
あ
る
平
林
淳
篤
の
筆
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
。

　

直
諒
と
胡
民
の
直
接
的
な
関
係
は
確
認
で
き
な
い
が
、
両
者
に
関
係
し
た
人

物
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
江
戸
の
町
人
数
寄
者
吉
村
観
阿
（
一
七

六
五
│
一
八
四
八
）
と
妻
観
勢
が
い
る
。
観
阿
は
溝
口
家
に
多
く
の
道
具
を
取

次
い
で
い
た
。
ま
た
観
勢
は
溝
口
家
に
胡
民
作
盃
を
献
上
し
て
い
た
。
こ
の
ほ

か
観
勢
は
胡
民
に
依
頼
し
て
「
立
鶴
蒔
絵
香
合
」
を
百
個
作
成
依
頼
し
て
い
た
。

　

先
行
研
究
に
お
い
て
胡
民
の
交
友
関
係
な
ど
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
寿
盃
の
制
作
背
景
を
胡
民
と
観
阿
夫
妻
の
関
係
か
ら
論
じ
、

そ
の
交
流
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【 

中
山
胡
民　

吉
村
観
阿　

吉
村
観
勢　

溝
口
直
諒　

原
羊
遊

斎
】

一　

は
じ
め
に

　

現
在
、
木
村
茶
道
美
術
館
で
は
中
山
胡
民
作
の
寿
字
盃
を
所
蔵
す
る
。
こ
の

盃
に
は
新
発
田
藩
十
代
藩
主
溝
口
直
諒
（
翠
濤
、
健
斎
、
退
翁
／
一
七
九
九
│

一
八
五
八
）
に
よ
る
寿
の
文
字
が
蒔
絵
さ
れ
る
。
ま
た
北
方
文
化
博
物
館
で
も

直
諒
に
よ
る
寿
の
蒔
絵
が
施
さ
れ
た
胡
民
作
の
盃
を
所
蔵
し
て
い
る
。
い
ず
れ

も
直
諒
の
六
十
賀
の
祝
い
の
品
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

胡
民
は
『
原
色
茶
道
大
辞
典
』（
淡
交
社
、
二
〇
一
〇
）
で
は
「
文
化
五
年
ー

明
治
三
年
（
一
八
〇
八
│
七
〇
）
武
蔵
国
葛
飾
郡
寺
島
村
の
人
中
山
金
右
衛
門

の
子
で
、
通
称
は
祐
吉
。
幼
時
に
江
戸
に
出
て
原
羊
遊
斎
の
門
下
と
な
り
、
精

巧
な
蒔
絵
で
知
ら
れ
た
。
の
ち
法
橋
と
な
っ
て
泉
々
と
号
し
た
。
江
戸
で
は
両

国
矢
の
倉
に
住
み
、
明
治
二
年
今
戸
に
移
っ
た
。
代
表
作
は
「
虫
籠
蒔
絵
菓
子

器
」。
門
人
に
小
川
松
民
が
い
る
。」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
胡
民
の
作
品

は
美
術
館
や
博
物
館
な
ど
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
先
行
研
究
に
お
い

中
山
胡
民
作
寿
字
盃
に
つ
い
て

宮　

武　

慶　

之
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て
胡
民
の
交
流
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

木
村
茶
道
美
術
館
蔵
品
の
寿
の
文
字
に
注
目
す
る
と
、
直
諒
が
還
暦
を
迎
え

た
安
政
五
年
元
旦
に
書
か
れ
た
試
筆
と
類
似
し
て
い
る
も
の
の
検
討
を
要
す

る
。
直
諒
は
同
年
六
月
十
八
日
に
没
し
て
お
り
、
胡
民
に
盃
を
依
頼
し
た
時
期

お
よ
び
製
作
を
依
頼
し
た
背
景
に
つ
い
て
同
年
の
直
諒
の
行
状
か
ら
検
討
す
る
。

　

直
諒
と
胡
民
に
つ
い
て
直
接
的
な
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
は
確
認
で
き

て
い
な
い
。
そ
こ
で
間
接
的
に
ど
の
よ
う
な
人
物
が
関
係
し
た
の
か
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
溝
口
家
史
料
に
注
目
す

る
。
同
史
料
か
ら
直
諒
と
交
流
の
深
か
っ
た
江
戸
の
町
人
数
寄
者
吉
村
観
阿

（
白
醉
庵
／
一
七
六
五
│
一
八
四
八
）
と
妻
観
勢
の
記
述
が
み
ら
れ
た
。
観
阿

は
青
年
期
に
松
平
不
眛
、
後
年
に
は
溝
口
直
諒
と
親
し
く
交
流
し
、
両
家
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
に
貢
献
し
た
人
物
で
あ
る）

1
（

。
観
阿
は
胡
民
の
師
で
あ
る
原
羊

遊
斎
（
更
山
／
一
七
六
八
│
一
八
四
五
）
と
の
関
係
が
深
い
人
物
で
あ
る
こ
と

は
従
来
知
ら
れ
て
い
た
。
今
回
、
妻
の
観
勢
が
年
賀
の
品
と
し
て
溝
口
家
に
胡

民
作
の
盃
を
献
上
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
胡
民
と
観
勢
の
関
係
を

検
討
す
る
に
あ
た
り
現
在
、
個
人
が
所
蔵
す
る
胡
民
作
「
立
鶴
蒔
絵
香
合
」
に

も
注
目
す
る
。

　

以
上
の
点
に
注
目
し
た
場
合
、
観
阿
と
羊
遊
斎
、
観
勢
と
胡
民
は
作
品
制
作

を
通
し
た
交
流
が
確
認
で
き
、
そ
の
延
長
で
胡
民
と
直
諒
と
の
関
係
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
寿
盃
の
制
作
背
景
を
、
観
勢
と
胡
民
の
関
係
か
ら
論
じ
、
そ
の
交

流
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二　

胡
民
作
寿
字
盃
と
製
作
背
景

　

溝
口
直
諒
と
は
『
茶
道
大
辞
典
』（
淡
交
社
、
二
〇
一
〇
）
に
よ
れ
ば
「
新

発
田
藩
主
。
溝
口
直
侯
の
嫡
子
。
幼
名
は
駒
之
助
、
字
は
益
卿
、
号
に
健
斎
・

景
山
・
東
籬
等
が
あ
る
。
佐
久
間
象
山
に
師
事
。
従
五
位
下
伯
耆
守
・
信
濃
守
・

勅
使
接
待
役
を
務
め
る
。
阿
部
求
巴
に
就
い
て
石
州
流
の
茶
道
を
学
び
、
狂
歌

に
も
長
じ
た
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
歿
、
六
十
才
。」
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。

　

現
在
、
木
村
茶
道
美
術
館
が
所
蔵
す
る
盃
に
は
寿
の
字
と
霞
が
金
蒔
絵
さ
れ

る
（
図
１

）。
盃
の
背
面
に
は
同
じ
く
金
蒔
絵
で

安
政
戊
午

初
夏
上
浣

六
十
賀

　

退
翁
（
花
押
）

と
あ
り
、
ま
た
高
台
（
図
１

│
２

）
に
は
金
蒔
絵
で

胡
民

と
あ
る
。
盃
を
収
納
す
る
箱
の
甲
部
に
は
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壽
字
杯

と
あ
り
、
裏
に
は
直
諒
に
よ
り
次
の
よ
う
な
墨
書
（
図
１

│
３

）
が
あ
る
。

安
政
戊
午

六
十
賀
造

　

退
翁
書
（
花
押
）

　

退
翁
と
は
直
諒
が
名
乗
っ
た
号
で
あ
る
こ
と
か
ら
直
諒
が
安
政
五
年
の
六
十

賀
（
還
暦
）
を
記
念
し
て
胡
民
に
作
成
さ
せ
た
盃
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
な
直
諒
の
寿
の
文
字
を
蒔
絵
し
た
胡
民
作
の
盃
で
は
、
ほ
か
に
北

方
文
化
博
物
館
の
所
蔵
品
が
あ
る
（
図
２

）。
北
方
文
化
博
物
館
所
蔵
品
の
寿

の
文
字
は
異
な
っ
て
い
る
が
胡
民
の
作
で
あ
り
、
盃
の
裏
に
は
金
蒔
絵
で
次
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
図
２

│
２

）。

安
政
戊
午

六
十
賀

退
翁
（
花
押
）

　

本
品
も
六
十
賀
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
箱
甲
書
お
よ

び
箱
裏
の
直
諒
に
よ
る
墨
書
の
記
述
は
先
に
み
た
木
村
茶
道
美
術
館
蔵
品
と
同

一
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
木
村
美
術
館
所
蔵
品
と
北
方
文
化
博
物
館
蔵
品
は
い
ず

れ
も
直
諒
の
還
暦
の
祝
に
胡
民
に
依
頼
し
て
作
成
さ
れ
た
盃
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

直
諒
の
筆
跡
は
盃
の
裏
側
に
も
み
る
よ
う
に
定
家
様
で
あ
る
。
木
村
茶
道
美

術
館
の
盃
表
に
金
蒔
絵
さ
れ
た
「
寿
」
の
文
字
は
一
体
、
誰
の
筆
に
な
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
現
在
、
個
人
が
所
蔵
す
る
溝
口
直
諒
筆
大
字
「
寿
」（
図

３

）
に
注
目
し
て
み
た
い
。
背
面
か
ら
確
認
す
る
と
一
枚
漉
き
の
紙
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
表
具
を
み
る
と
、
一
文
字
は
紙
に
金
銀
箔
を
散
ら
し
た
も
の
で
、

風
帯
も
同
様
で
あ
る
。
上
下
は
浅
い
萌
黄
色
の
北
絹
で
二
段
表
装
と
な
っ
て
い

る
）
2
（

。

　

表
題
に
寿
と
書
き
、
以
下
に
賛
文
を
書
い
た
も
の
で
、
落
款
に
は

安
政
戊
午
元
旦

と
あ
る
。
付
属
品
は
軸
を
収
納
す
る
箱
の
み
で
、
直
諒
に
よ
る
墨
書
が
確
認
さ

れ
、
箱
甲
部
に
は
「
寿
大
字
」
と
あ
り
、
箱
裏
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

安
政
五
戊
午
正
月　

六
十
翁
健
斎
試
筆　

匣
記
退
翁
自
書

　

以
上
の
記
述
か
ら
、
こ
の
大
字
は
安
政
五
年
の
元
旦
試
筆
と
し
て
書
か
れ
た

こ
と
が
わ
か
る）

3
（

。
溝
口
家
の
掛
物
蔵
帳
で
あ
る
『
御
掛
物
帳
』（
新
発
田
市
立

図
書
館
蔵
）
中
、「
御
筆
物
之
部
」
で
は
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一　

直
諒
公
御
筆　

寿
字

と
あ
り
本
幅
と
合
致
す
る
こ
と
か
ら
溝
口
家
の
旧
蔵
品
で
あ
る
。
た
だ
し
、
溝

口
家
の
旧
蔵
品
を
示
す
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵
印
は
な
い
。

　

直
諒
筆
大
字
「
寿
」
の
為
書
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

余
嘗
蔵
平
林
淳
篤
八

十
八
歳
所
書
壽
一
字

大
筆
淳
篤
者
余
幼
時

学
書
之
師
也
壮
歳
以

来
好
学
小
堀
宗
甫
之

書
風
今
茲
登
六

将

開
寿
筵
因
臨
之
且
欲

以
加
摂
養
保
天
年
云

　

記
述
か
ら
直
諒
の
幼
年
時
代
の
学
書
の
師
は
江
戸
の
書
家
平
林
淳
篤
で
あ
る

こ
と
が
判
明
す
る）

4
（

。
そ
の
淳
篤
が
八
十
八
歳
の
時
に
書
い
た
寿
の
一
字
を
直
諒

は
所
持
し
て
い
た
。
こ
の
掛
物
に
つ
い
て
先
出
の
『
御
掛
物
帳
』
を
み
る
と
「
雑

之
部
」
に
は

一　

寿
之
字　

淳
篤
筆

と
あ
り
、
同
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
直
諒
が
隠
居
後
に
過

ご
し
た
新
発
田
藩
中
屋
敷
幽
清
館
の
雑
記
で
あ
る
『
幽
清
館
雑
記
（
十
）』（
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

直
幅
壽
字
淳
篤
書

平
林
淳
篤
者
余
幼
時
学
書
之
師
也
嚮
文

化
四
年
丁
卯
有
八
十
八
之
賀
因
書
壽
一

大
字
而
齋
来
贈
余
也
受
而
蔵
焉
近
日
偶

得
之
于
文
庫
中
展
玩
之
則
不
為
虫
鼠
所

毀
傷
其
墨
色
淋
漓
如
新
也
距
今
四
十
五

年
是
亦
壽
哉
因
有
感
焉
想
于
今
再
不
可

得
之
故
装
潢
而
掛
于
居
室
之
壁
間
盖
寓

不
忘
為
師
之
意
耳
嘉
永
辛
亥
仲
冬

　
　
　
　
　
　
　

圓
齋
退
翁
識
並
書）

5
（

　

こ
の
文
書
は
嘉
永
辛
亥
す
な
わ
ち
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
仲
冬
、
直
諒

四
十
五
歳
の
時
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
幼
い
と
き
の
学
書
の
師
で

あ
っ
た
淳
篤
が
八
十
八
の
祝
い
の
と
き
に
書
い
た
「
壽
」
大
字
を
所
蔵
し
て
い

た
。
虫
干
し
の
際
に
、
久
し
ぶ
り
に
み
て
そ
の
思
い
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

長
い
間
、
蔵
に
所
蔵
さ
れ
表
装
が
傷
ん
で
い
た
た
め
修
理
し
て
、
居
室
に
掲
げ

た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
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盃
に
蒔
絵
さ
れ
た
寿
の
文
字
を
先
述
の
北
方
文
化
博
物
館
蔵
品
と
比
較
し
て

み
る
と
画
数
は
同
一
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
起
筆
と
終
筆
が
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
か
ら
、金
蒔
絵
さ
れ
た
寿
の
文
字
は
、淳
篤
筆
の
寿
と
判
断
さ
れ
る
（
図

４

）。
す
な
わ
ち
木
村
茶
道
美
術
館
所
蔵
品
は
『
御
掛
物
帳
』
に
所
載
さ
れ
る

淳
篤
八
十
八
の
時
書
か
れ
た
寿
を
原
本
と
し
て
、
盃
に
蒔
絵
が
な
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
胡
民
に
依
頼
し
た
時
期
は
安
政
四
年
ご
ろ
と
推
定
さ

れ
る
。

　

直
諒
は
壮
年
期
に
小
堀
遠
州
の
書
風
に
関
心
が
高
く
、
好
ん
で
書
く
よ
う
に

な
っ
た
。
直
諒
筆
の
書
体
は
、
藤
原
定
家
が
得
意
と
し
た
定
家
様
で
あ
る
。
寿

の
書
体
が
異
な
る
の
は
淳
篤
の
筆
意
に
因
ん
だ
た
め
で
あ
る
。
還
暦
を
迎
え
、

今
後
は
健
康
を
維
持
し
茶
の
湯
に
ま
い
進
す
る
意
気
込
み
が
伺
え
る）

6
（

。

　

安
政
五
年
の
元
旦
試
筆
で
、
今
後
は
寿
筵
を
開
く
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ

の
寿
筵
と
は
六
十
賀
の
宴
席
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
安
政
五
年
の
直
諒
の
行
状
に
注
目
し

て
み
る
と
き
、『
御
掛
物
帳
』
中
、「
雑
之
部
」
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一　

小
堀
宗
中
自
詠
倭
哥
色
紙

　
　
　
　
　

安
政
五
年
戊
午
四
月
十
五
日
持
参）

7
（

　

小
堀
宗
中
（
遠
州
茶
道
宗
家
八
世
／
一
七
八
六
│
一
八
六
七
）
は
、
直
諒
と

親
交
の
深
か
っ
た
人
物
で
あ
る
。
同
家
の
所
蔵
品
の
鑑
定
や
箱
書
等
を
し
て
お

り
、
ま
た
直
諒
の
茶
会
に
も
招
か
れ
て
い
る
。
元
々
、
小
堀
家
と
溝
口
家
は
直

接
的
な
関
係
は
な
い
も
の
の
、
か
つ
て
小
堀
家
三
代
正
恒
（
一
六
四
九
│
一
六

九
四
）
没
後
に
、
同
家
伝
来
の
道
具
五
種
を
縣
宗
知
（
一
六
五
六
│
一
七
二
一
）

が
仲
介
し
て
、
新
発
田
四
代
藩
主
重
雄
（
悠
山
／
一
六
三
三
│
一
七
〇
八
）
が

購
入
し
て
い
た
。『
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
（
第
十
四
号
）』
で
は
、
直
諒
の
文
政

十
三
年
の
茶
会
で
、
小
堀
家
か
ら
入
手
し
た
五
種
う
ち
二
種
の
道
具
、
す
な
わ

ち
「
閑
極
法
雲
東
澗
道
洵
両
筆
墨
蹟
」（
個
人
蔵
）、
瀬
戸
茶
入
「
蛍
」（
中
興

名
物
。
畠
山
記
念
館
蔵
）
を
使
用
し
た
茶
会
に
宗
中
を
招
き
、
小
堀
家
と
溝
口

家
の
歴
史
を
再
確
認
す
る
茶
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た）

8
（

。
こ
の
ほ
か

両
者
の
合
作
に
よ
る
「
閻
魔
大
王
図
」、「
地
蔵
菩
薩
図
」（
双
幅
。
遠
州
茶
道

宗
家
蔵
）
や
、
直
諒
の
号
で
あ
る
翠
濤
の
出
典
と
な
っ
た
闘
茶
歌
の
一
節
を
宗

中
が
書
い
た
「
緑
雲
翠
濤
」（
個
人
蔵）

9
（

）
が
存
在
す
る
ほ
か
、
直
諒
と
宗
中
に

よ
る
合
作
「
富
士
絵
讃
」（
図
５

。
Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟
放
送
蔵
）
が
あ
り
、
そ
の
交

流
は
深
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る）
10
（

。

　

こ
こ
で
改
め
て
『
御
掛
物
帳
』
に
注
目
し
て
み
る
と
宗
中
は
直
諒
の
晩
年
で

あ
る
安
政
五
年
四
月
に
和
歌
色
紙
を
持
参
し
て
、
進
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
贈
ら
れ
た
年
代
か
ら
『
御
掛
物
帳
』
に
所
載
さ
れ
る
宗
中
の
色
紙
と
は
、

直
諒
の
還
暦
祝
い
に
宗
中
が
記
念
に
献
上
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
筆
者
の
調
査
に
よ
り
小
堀
宗
中
筆
溝
口
翠
濤
追
憶
和
歌
三
首
「
雪
月

花
」（
個
人
蔵
）
の
所
在
が
判
明
し
た
。
こ
の
三
幅
対
は
、
直
諒
没
後
に
、
宗

中
が
次
代
の
溝
口
家
当
主
で
新
発
田
藩
十
一
代
藩
主
直
溥
（
一
八
一
九
│
一
八

七
四
）
に
贈
っ
た
追
憶
和
歌
三
首
で
あ
る
。
歌
の
為
書
に
は
、
在
り
し
日
の
直

諒
と
の
交
友
が
茶
会
を
交
え
て
書
か
れ
て
い
る
。
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「
花
」
幅
の
筆
跡
に
注
目
す
る
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

文
久
二
年
弥
生
新
発
田

公
に
召
さ
れ
て
花
の
御
茶

賜
ハ
り
し
に
む
か
し

翠
濤
君
の
祝
の
御
会

な
そ
お
か
ひ
合
ひ
か
は
ら
ぬ

い
つ
き
し
ミ
の
う
れ
し
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
中

幾
ち
と
せ
か
は
ら
ぬ
花
を
あ
ふ
き
て
も

き
ミ
の
め
く
ミ
の
高
き
を
今
み
れ）
11
（

　
「
花
」
幅
が
書
か
れ
た
の
は
文
久
二
年
（
一
八
六
一
）
以
降
、
す
な
わ
ち
翠

濤
没
後
の
三
年
以
降
か
つ
宗
中
七
十
六
歳
以
降
で
あ
る
。
当
時
の
新
発
田
公
は

十
一
代
藩
主
、
直
溥
（
一
八
一
九
│
一
八
七
四
）
で
あ
る
。
文
意
か
ら
、
直
諒

没
後
も
直
溥
と
茶
の
湯
を
通
じ
た
交
遊
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
茶
会

と
引
き
合
い
に
出
し
た
の
が
、
か
つ
て
宗
中
が
招
か
れ
た
直
諒
に
よ
る
祝
い
の

会
で
あ
る
。
こ
の
会
を
も
含
め
、
次
代
の
藩
主
で
あ
る
直
溥
と
も
交
流
で
き
る

嬉
し
さ
を
詠
ん
だ
の
が
、「
幾
ち
と
せ
か
は
ら
ぬ
花
を
あ
ふ
き
て
も
き
ミ
の
め

く
ミ
の
高
き
を
今
み
れ
」
で
あ
る
。
文
中
の
祝
い
の
会
と
は
、
時
期
か
ら
考
え

て
先
述
の
宗
中
が
和
歌
色
紙
を
持
参
し
た
と
き
に
、
還
暦
の
祝
い
の
会
が
開
催

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
二
つ
の
盃
は
直
諒
が
還
暦
の
祝
と
し
て
、
安
政
四
年
頃
に

胡
民
に
依
頼
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
還
暦
の
祝
の
会
は
、
盃
の
記

述
か
ら
春
先
か
ら
初
夏
ま
で
の
間
に
開
催
さ
れ
、
宗
中
が
色
紙
を
持
参
し
た
四

月
十
五
日
の
会
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
年
六
月
十
八
日
に
没
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、直
諒
の
最
後
の
記
念
す
べ
き
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

三　

胡
民
と
白
醉
庵
吉
村
観
阿
、
妻
観
勢

　

こ
こ
で
直
諒
と
盃
の
作
者
で
あ
る
胡
民
の
関
係
に
つ
い
て
、
直
接
的
な
資
料

を
確
認
で
き
て
い
な
い
。
胡
民
の
師
は
原
羊
遊
斎
で
あ
る
。
羊
遊
斎
に
関
係
し

た
人
物
中
、
溝
口
家
と
最
も
関
係
が
深
い
人
物
は
吉
村
観
阿
で
あ
る
。
観
阿
と

溝
口
家
を
巡
っ
て
近
代
数
寄
者
で
茶
道
研
究
を
お
こ
な
っ
た
高
橋
箒
庵
（
義

雄
）
に
よ
る
『
東
都
茶
会
記
』（
一
九
一
六
年
）
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。

溝
口
伯
爵
家
の
先
代
に
て
翠
濤
と
号
し
た
る
君
公
の
信
任
を
受
け
し
か

ば
、
溝
口
家
の
茶
器
は
雑
器
に
至
る
ま
で
白
醉
庵
の
箱
書
せ
し
も
の
多
し）
12
（

　

記
述
か
ら
観
阿
は
溝
口
家
へ
道
具
の
取
次
ぎ
や
鑑
定
を
行
な
い
、
同
家
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
に
も
大
き
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
観

阿
は
溝
口
家
に
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
た
。
筆
者
の
調
査
か
ら
、
そ
の
交
流
は

文
政
三
年
に
道
具
を
鑑
定
し
、
文
政
四
年
に
正
式
に
同
家
出
入
り
を
許
さ
れ
て
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以
降
は
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
た
。
観
阿
が
取
次
い
だ
道
具
を
、
先
出
の
『
御

掛
物
帳
』
で
み
る
と
「
秋
之
部
」
に
は

一　

東
山
公
菊
懐
帋
白
酔
庵
宗（
収
）蔵

と
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
掛
物
も
観
阿
が
溝
口
家
に
取
次
い
で
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　

従
来
、
観
阿
と
胡
民
の
師
で
あ
る
遊
羊
斎
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
観
阿
八

十
賀
に
際
し
て
「
一
閑
桃
之
絵
細
棗
」
を
百
二
十
五
個
、
羊
遊
斎
に
依
頼
し
て

作
成
し
、
知
友
に
配
っ
て
い
た
。
ま
た
観
阿
と
羊
遊
斎
を
巡
っ
て
は
忘
我
逸
人

に
よ
る
「
白
酔
庵
す
き
も
の
か
た
り
」
中
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

更
山
は
神
田
下
駄
新
道
に
住
居
せ
り
。
此
職
人
は
観
阿
に
於
て
世
話
い
た

し
た
る
者
な
り）
13
（

。

　

観
阿
が
羊
遊
斎
を
知
遇
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
羊
遊
斎
は
松

平
不
眛
の
好
み
の
道
具
を
製
作
す
る
こ
と
と
も
に
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
│
一

八
二
八
）
の
下
絵
に
よ
る
蒔
絵
作
品
を
発
表
し
て
い
っ
た
。
観
阿
は
羊
遊
斎
の

良
き
支
援
者
と
し
て
の
一
面
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
観
阿
の
妻
で
あ
る
観
勢
に
つ
い
て
注
目
し
た
い
。
従
来
、
観
阿
に
つ

い
て
は
茶
の
湯
道
具
の
目
利
き
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
が
、
妻
観
勢
に
つ
い
て

は
資
料
の
不
足
か
ら
全
く
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
筆
者
に
よ
る
研
究
で

は
、
天
保
十
三
年
に
観
阿
、
妻
観
勢
（
田
鶴
）、
息
子
信
䩜
（
弥
山
）
の
三
者
が
、

法
隆
寺
円
明
院
に
弘
法
大
師
額
の
箱
を
寄
進
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
）
14
（

。

　

観
阿
と
妻
観
勢
の
墓
は
弘
福
寺
に
あ
り
、
そ
の
墓
碑
は
西
村
藐
庵
（
一
七
八

四
│
一
八
五
三
）
に
よ
る
も
の
で
碑
文
中
、
観
勢
に
つ
い
て
み
る
と
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。

妻
観
勢
は
浜
松
の
藩
士
瀧
原
氏
の
女
に
し
て
、
名
を
田
鶴
と
い
ふ
、
貞
操

怜
悧
能
翁
が
雅
業
を
佐
く
。
亦
翁
と
共
に
仏
法
に
帰
依
し
て
、
葛
飾
牛
島

弘
福
禅
寺
の
鶴
峰
禅
師
を
師
と
す）
15
（

。

　

観
勢
は
浜
松
藩
士
瀧
原
氏
の
娘
で
、
名
前
を
田
鶴
と
い
う
。「
翁
が
雅
業
を

佐
く
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
観
阿
の
茶
事
、
鑑
定
、
取
次
ぎ
な
ど
を
内
で
支
え
た

人
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
仏
法
に
深
く
帰
依
し
た
よ
う
で
、
弘
福
禅

寺
の
鶴
峰
禅
師
を
仏
法
の
師
と
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
碑
文
中
、

今
年
翁
齢
八
十
四
、
観
勢
六
十
八
、

と
あ
る
。
碑
文
の
書
か
れ
た
の
は
観
阿
の
没
し
た
嘉
永
元
年
で
あ
る
こ
と
か
ら

観
勢
の
生
年
は
安
永
十
年
（
一
七
八
一
）
で
あ
る
。
没
年
に
つ
い
て
は
相
見
香

雨
が
『
白
醉
葊
芳
村
観
阿
』
で
、
築
地
福
泉
寺
の
過
去
帳
に
あ
る
観
勢
の
没
年

に
つ
い
て
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安
政
元
年
寅
十
二
月
二
十
八
日）
16
（

と
報
告
し
て
い
る
。

　

観
勢
は
夫
同
様
に
茶
の
湯
道
具
の
箱
書
な
ど
も
し
て
い
た
。
と
い
う
の
も
東

京
三
越
で
開
催
さ
れ
た
松
平
不
眛
の
百
年
忌
大
展
覧
会
が
あ
る
。
こ
の
展
覧
会

の
目
録
で
あ
る
『
不
眛
公
遺
品
展
覧
会
列
品
目
録
』
に
東
京
の
茶
商
、
木
全
宗

儀
が
所
蔵
し
た
次
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

同（
不
眛
）公
宗
苔
宛
之
文
箱
書
観
阿
妻
観
勢）
17
（

　

こ
の
作
品
は
不
眛
に
よ
る
消
息
で
、
不
眛
と
交
流
の
あ
っ
た
牛
尾
宗
苔
へ
の

消
息
で
あ
る
。
宗
苔
と
は
も
と
も
と
上
方
の
町
人
で
あ
っ
た
が
、
数
度
の
火
災

に
あ
い
零
落
し
て
隠
者
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
不
昧
に
茶
の
湯
を
学
ん
だ
と
さ

れ
る
人
物
で
あ
る）
18
（

。
そ
の
箱
書
が
観
勢
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
阿
の
旧
蔵
品
で

あ
っ
た
も
の
に
観
勢
が
箱
書
を
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
観
勢

の
箱
書
も
、
当
時
の
茶
の
湯
文
化
で
は
目
利
き
で
著
名
だ
っ
た
観
阿
の
名
と
と

も
に
関
心
が
高
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

観
勢
と
胡
民
の
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
が
あ
る
。
現
在
、
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
す
る
溝
口
家
史
料
の
う
ち
、
同
家
の
所
蔵
し
た
盃
の
記

録
で
あ
る
『
盃
図
録
（
全
）』
が
あ
る）
19
（

。
同
書
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に

書
か
れ
た
も
の
で
、
図
は
新
発
田
藩
奥
絵
師
で
あ
っ
た
林
勝
鮮
（
一
八
三
一
│

一
八
八
八
）、
小
書
は
直
諒
に
よ
り
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
書
に
は
金
ま
た
は
銀
、
も
し
く
は
そ
の
両
方
で
砂
子
の
蒔
絵
が
施
さ
れ
た

盃
（
図
６

）
が
所
載
さ
れ
る
。
同
書
の
直
諒
に
よ
る
小
書
き
で
は
次
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

此
盃
一
ツ
白
醉
庵
観
阿
家
内
観
勢
年
賀
ニ
上
る
也

　

こ
の
盃
は
観
勢
が
年
賀
の
品
と
し
て
、
溝
口
家
に
献
上
し
た
盃
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る）
20
（

。
高
台
裏
（
図
６

│
２

）
に
は

法
橋
胡
民

と
あ
り
、
胡
民
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
こ
の
盃
に
つ
い
て
高
尾
曜

氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
『
漆
器
図
録
』
の
附
録
と
し
て
中
山
胡
民
作
「
村
雲
蒔
絵

盃
」
の
図
が
個
人
蔵
品
と
し
て
所
載
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
資
料
の
提

供
を
受
け
た
。
こ
れ
は
『
漆
器
図
録
』
第
二
十
七
号
の
附
録
で

村
雲
蒔
絵
之
杯　

植
松
包
美
君
所
蔵

と
あ
り
、
胡
民
の
高
弟
で
あ
っ
た
植
松
抱
民
（
一
八
四
六
│
一
八
九
九
）
の
子

包
美
（
一
八
七
二
│
一
九
三
三
）
の
所
蔵
品
で
あ
り
、
盃
裏
の
図
も
『
盃
図
録
』

と
同
一
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
作
品
が
村
雲
の
蒔
絵
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
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る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
観
勢
は
賀
寿
に
際
し
、「
村
雲
蒔
絵
盃
」
を
溝
口
家
に

献
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
現
在
、
個
人
が
所
蔵
す
る
胡
民
作
「
立
鶴
蒔
絵
香
合
」（
図
７

）

が
あ
る
。
こ
の
香
合
の
全
体
は
真
塗
と
な
り
一
文
字
香
合
と
な
る
。
蓋
の
内
側

部
分
に
立
鶴
蒔
絵
が
施
さ
れ
る
。
鶴
の
頭
部
は
朱
で
、
羽
の
部
分
は
銀
、
胴
体

を
漆
で
蒔
絵
し
て
お
り
、
や
や
侘
び
た
印
象
を
受
け
る
作
品
で
あ
る
。
鶴
の
横

に
胡
民
の
署
名
と
泉
々
の
印
も
蒔
絵
さ
れ
る
。

　

こ
の
香
合
を
収
納
す
る
箱
甲
に
は
「
立
鶴
香
合
」
と
あ
り
箱
裏
（
図
７

│
２

）

に
は

観
勢
（
花
押
）

と
あ
り
、こ
の
花
押
が
観
勢
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。ま
た
箱
底
裏
（
図

７

│
３

）
に
は

百
之
内

の
墨
書
が
あ
り
先
に
述
べ
た
箱
甲
の
筆
跡
と
同
一
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
香

合
は
観
勢
が
胡
民
に
百
個
作
ら
せ
た
う
ち
の
一
つ
で
あ
る）
21
（

。

　

夫
観
阿
は
天
保
十
五
年
の
八
十
賀
に
際
し
原
羊
遊
斎
に
依
頼
し
て
「
一
閑
桃

之
絵
細
棗
」
を
百
二
十
五
個
作
成
し
、
同
年
に
開
催
し
た
茶
会
の
記
念
品
と
し

て
知
友
に
配
布
し
て
い
た）
22
（

。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
け
ば
、
こ
の
香
合
は
観
勢

が
嘉
永
三
年
の
七
十
賀
古
稀
の
祝
と
し
て
作
成
し
知
友
に
配
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　

観
勢
と
羊
遊
斎
に
関
係
す
る
作
品
で
は
現
在
、
個
人
が
所
蔵
す
る
原
羊
遊
斎

蒔
絵
酒
井
抱
一
下
絵
「
三
組
盃
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
酒
井
抱
一
が
梅
、
笹
の
下

絵
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
一
枚
失
わ
れ
現
在
は
二
枚
の
み
が
現
存
す
る
（
図

８

）。
収
納
す
る
箱
裏
の
墨
書
（
図
８

│
２

）
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

白
酔
庵

　

観
勢

　
　

所
持

　

こ
の
墨
書
は
観
勢
に
よ
る
も
の
で
、
同
人
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
先

に
紹
介
し
た
不
眛
消
息
宗
苔
宛
と
同
様
、
夫
観
阿
が
所
持
し
た
盃
を
観
勢
が
所

持
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
箱
墨
書
と
と
も
に
、
当
時
江
戸
で
著

名
で
あ
っ
た
目
利
き
の
所
有
物
と
し
て
重
宝
と
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
事
か
ら
観
阿
は
羊
遊
斎
に
、
観
勢
は
羊
遊
斎
の
弟
子
で
あ
る
胡
民
に

作
品
製
作
を
依
頼
し
て
お
り
、
そ
の
交
遊
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

四　

む
す
び

　

木
村
茶
道
美
術
館
と
北
方
文
化
博
物
館
が
所
蔵
す
る
胡
民
作
盃
は
、
直
諒
が

安
政
五
年
の
還
暦
を
記
念
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
木
村
茶
道
美
術
館
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蔵
品
の
蒔
絵
に
あ
る
寿
の
文
字
は
、
直
諒
の
学
書
の
師
平
林
淳
篤
の
筆
に
よ
る

も
の
を
蒔
絵
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
直
諒
が
胡
民
に
製
作
依
頼
し

た
時
期
は
安
政
四
年
頃
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　
『
盃
図
（
全
）』
か
ら
、
観
勢
は
年
賀
の
祝
い
に
胡
民
作
「
村
雲
蒔
絵
盃
」
を

溝
口
家
に
献
上
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
観
勢
は
自
身
の
古
稀
七
十
賀
に
香
合
百

個
の
作
成
を
胡
民
に
依
頼
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
観
勢
と
胡
民
の
関

係
が
確
認
で
き
る
。

　

羊
遊
斎
と
そ
の
弟
子
で
あ
る
胡
民
、
そ
し
て
観
阿
夫
妻
と
の
関
係
を
み
る
と

き
、
観
阿
は
羊
遊
斎
の
若
い
こ
ろ
支
援
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
後
年
は
羊

遊
斎
の
弟
子
で
あ
る
胡
民
を
観
阿
夫
婦
は
支
援
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
今
回
の
盃
を
通
し
て
み
た
場
合
、
観
勢
と
胡
民
の
関
係
も
あ
っ
て
、
直
諒

は
自
身
の
還
暦
の
祝
と
し
て
盃
を
胡
民
に
依
頼
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

溝
口
家
の
旧
蔵
品
中
、
胡
民
に
関
係
す
る
作
品
で
は
、
明
治
三
十
九
年
に
東

京
帝
室
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
覧
会
に
新
発
田
藩
十
二
代
藩
主
溝
口
直

正
（
一
八
五
五
│
一
九
一
九
）
が
出
品
し
た
作
品
を
『
明
治
三
十
九
年
特
別
展

覧
会
列
品
目
録
（

）
23
（丙

）』
で
み
る
と

第
二
四
三
号　

政
子
手
箱
写
香
合　

胡
民
作　

一
個

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
も
観
阿
、
観
勢
、
胡
民
と
の
交
流
を
通
じ
て
溝
口
家

に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

謝
辞

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
木
村
茶
道
美
術
館
、
北
方
文

化
博
物
館
、
Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟
放
送
、
新
潟
市
美
術
館
、
遠
州
茶
道
宗
家
、
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
日
経
Ｂ
Ｐ
未
来
研
究
所
仲
森
智
博
氏
、
国
立
能
楽
堂

高
尾
曜
氏
、
個
人
の
ご
所
蔵
家
の
皆
様
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
1
）　

宮
武
慶
之
「
白
酔
庵
吉
村
観
阿
に
つ
い
て
」『
日
本
研
究
』
第
五
四
集
、
国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
六
年
、
三
九
│
七
七
頁
。

（
2
）　

こ
の
よ
う
な
表
装
は
、
直
諒
の
好
み
の
表
具
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
3
）　

安
政
五
年
の
元
旦
試
筆
で
は
「
試
筆
画
巻
」（
北
方
文
化
博
物
館
蔵
）
の
う
ち

三
件
が
確
認
さ
れ
る
が
、
本
幅
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

（
4
）　

肥
田
皓
三
、
中
野
三
敏
編
『
三
村
竹
清
集
（
四
）』、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
三

年
、
一
〇
六
頁
。
同
書
所
収
の
『
近
世
能
書
伝
』
に
よ
れ
ば
淳
篤
に
つ
い
て
次
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

平
林
惇
信
の
子
惇
徳
も
亦
書
を
善
く
し
た
。
手
近
で
は
不
忍
の
弁
財
天
の
石

灯
篭
の
竿
へ
書
い
て
い
る
。
字
は
子
孝
、
後
惇
徳
を
惇
篤
と
改
め
、
字
も
平

甫
と
し
た
。
通
称
は
父
の
名
を
襲
い
で
庄
五
郎
と
い
ひ
、
号
は
東
岳
、
越
水
、

巴
陵
、
雪
峯
館
な
ど
〻
あ
る
。
其
印
に
「
家
在
于
東
武
萱
園
之
東
」
と
あ
る

か
ら
茅
場
町
の
東
寄
り
に
住
は
れ
た
ら
し
い
。
著
書
に
越
水
詩
草
一
巻
、
越

水
印
譜
一
巻
、
北
遊
草
一
巻
」
が
あ
る
。

　
　

な
お
三
村
は
惇
篤
と
し
て
い
る
が
本
稿
で
は
溝
口
直
諒
筆
「
寿
」
で
の
表
記
に
従

い
淳
篤
と
表
記
し
た
。

（
5
）　
『
幽
清
館
雑
記
（
巻
十
）』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
。
請
求
記
号
溝
口
家
史
料

│
３

２

５

。

（
6
）　

表
具
を
み
る
と
、
一
文
字
、
上
下
中
廻
す
べ
て
紙
で
あ
る
。
一
文
字
は
白
地
の
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紙
に
銀
を
散
ら
し
た
も
の
で
、
楚
々
と
し
た
表
具
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
直
諒
の

好
み
の
表
具
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
7
）　

宮
武
慶
之
「
御
掛
物
帳
に
み
る
新
発
田
藩
溝
口
家
旧
蔵
の
書
画
」『
新
潟
県
文

人
研
究
』
第
十
六
号
、
一
五
四
│
一
九
一
頁
。

（
8
）　

宮
武
慶
之
「
閑
極
法
雲
・
東
澗
道
洵
両
筆
墨
蹟
に
つ
い
て
」『
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー

チ
』
第
十
四
号
、
二
〇
一
四
年
、
八
九
│
一
〇
四
頁
。

（
9
）　

宮
武
慶
之
「
高
麗
堅
手
鉢
子
茶
碗
銘
《
白
妙
》
に
つ
い
て
」『
野
村
美
術
館
研

究
紀
要
』
第
二
十
五
号
、
二
〇
一
六
年
、
九
九
│
一
〇
九
頁
。

（
10
）　

こ
の
ほ
か
両
者
の
合
作
作
品
と
し
て
は
大
正
十
二
年
五
月
二
十
四
日
に
東
京
美

術
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
旧
華
族
と
旧
家
の
売
立
目
録
で
あ
る
『
毛
玖
呂
具
』
で

は

四
九　

宗
中
詩
歌　

共
箱　

横
物　

竪
一
尺
八
寸　

巾
一
尺
一
寸
一
分

五
一　

溝
口
翠
濤
侯　

不
二　

宗
中
讃　

横
物　

竪
一
尺
一
寸　

巾
二
尺
四

寸

　
　

の
二
件
が
直
諒
と
宗
中
の
合
作
作
品
と
し
て
所
載
さ
れ
る
。

（
11
）　

宮
武
慶
之
「
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具
拾
遺
」『
文
化
情
報
学
（
第
十
一
巻
第
一

号
）』
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
会
、
二
〇
一
五
年
、
四
五
│
六
二
頁
。

（
12
）　

高
橋
箒
庵
『
東
都
茶
会
記
（
第
三
輯
下
）』
箒
文
社
、
一
九
一
六
年
、
一
七
│

一
九
頁
。

（
13
）　

忘
我
逸
人
「
白
酔
庵
す
き
も
の
か
た
り
」『
名
家
談
叢
』
十
四
号
、
五
〇
頁
。

（
14
）　

前
掲
註（
１

）宮
武
慶
之
「
白
酔
庵
吉
村
観
阿
に
つ
い
て
」。

（
15
）　

相
見
香
雨
「
白
酔
葊
芳
村
観
阿
」、
中
野
三
敏
、
菊
竹
淳
一
共
編
『
相
見
香
雨

集
（
四
）』
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
六
年
、
二
八
八
│
三
〇
一
頁

（
16
）　

前
掲
註（
15
）相
見
香
雨
「
白
酔
葊
芳
村
観
阿
」、
二
九
一
頁
。

（
17
）　

高
橋
梅
園
『
茶
禅
不
眛
公
』
宝
雲
舎
、
一
九
四
四
年
、
四
五
〇
頁
。

（
18
）　

安
部
鶴
造
『
不
昧
公
と
茶
の
湯
│
改
訂
版
│
』
今
井
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
一

六
九
頁
。

　
　
　

同
書
に
所
収
さ
れ
る
不
昧
公
茶
書
の
う
ち
、
牛
尾
宗
苔
物
語
に
は
次
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

宗
苔
は
も
と
上
方
の
毫
（
マ
マ
）
富
の
町
人
に
て
あ
り
し
か
数
度
の
火
災
に

あ
ひ
追
々
零
落
し
て
隠
者
と
な
れ
り
年
は
四
十
余
也
蒔
君
の
懇
意
を
受
け
夫

よ
り
当
君
様
の
思
召
に
か
な
い
御
国
へ
も
両
度
御
供
し
た
り
元
は
千
家
を
学

日
し
か
今
は
御
弟
子
と
な
れ
り

（
19
）　
『
盃
図
録
（
全
）』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
。
請
求
記
号
溝
口
家
史
料
│
１

８

９

。

（
20
）　

後
述
す
る
よ
う
に
観
阿
は
度
々
、
溝
口
家
に
赴
い
て
い
る
が
年
賀
の
挨
拶
を
本

人
で
は
な
く
、
観
勢
が
赴
い
て
い
る
点
を
み
る
と
、
病
床
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。

（
21
）　

高
野
曜
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
こ
れ
ま
で
同
手
の
作
品
を
三
件
確
認
さ
れ
、
そ
の

う
ち
観
勢
に
よ
る
箱
墨
書
が
あ
る
作
品
は
こ
の
一
件
の
み
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

（
22
）　

前
掲
註（
１

）宮
武
慶
之
「
白
酔
庵
吉
村
観
阿
に
つ
い
て
」。

（
23
）　

東
京
帝
室
博
物
館
『
明
治
三
十
九
年
特
別
展
覧
会
列
品
目
録
（
丙
之
部
）』
一

九
〇
六
年
、
東
京
文
化
財
研
究
所
蔵
、
請
求
記
号
Ｂ
０

３

│
１

│
１

９

５

２

。
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EN
G
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 SU
M
M
A
R
Y

A
bout K

otobuki-ji-sakazuki m
ade by K

om
in N
akayam

a
M
IY
A
T
A
K
E Y
oshiyuki

　

Currently, the K
im

ura Sadō Culture M
useum

 holdings a cup of 
K
om

in N
akayam

a (?-1870) w
ork.K

otobuki of characters that are w
rit-

ten in the cup is the handw
riting of Jyuntoku H

irabayashi. A
 direct 

relationship of N
oaki and K

om
in can not be confirm

ed. T
he person 

w
ho w

as related to both w
as a K

an
’a Y

oshim
ura (1765-1848) couple. 

K
an

’a had to sell a lot of art to N
aoaki. K

ana w
ife K

anse had con-
ceded a cup of K

om
in w

ork to N
aoaki.K

anse w
as created hundred 

pieces of incense and ask to K
om

in. In the previous study w
ere not 

disclosed friendship of K
om

in.In this paper, to clarify the production 
background of the cup from

 the friendship relations of K
om

in.

　

K
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om

in, Y
oshim

ura K
an

’a, Y
oshim

ura K
anse, 

M
izoguchi N

aoaki, H
ara Y

o-yu-sai
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図１－２　中山胡民作溝口直諒筆寿字盃（裏）
（木村茶道美術館蔵）

図１　中山胡民作溝口直諒筆寿字盃（表）
（木村茶道美術館蔵）

図１－３　中山胡民作溝口直諒筆寿字盃（箱墨書）
（木村茶道美術館蔵）



人文 15 号（2016）

（14） 227

図２－２　中山胡民作溝口直諒筆寿字盃（裏）
（北方文化博物館蔵）

図２　中山胡民作溝口直諒筆寿字盃（表）
（北方文化博物館蔵）

図３　溝口直諒筆「寿」
（個人蔵）

図４　盃と元旦試筆の比較
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図５　溝口直諒、小堀宗中合作「富士絵讃」
（BSN新潟放送蔵／新潟市美術館寄託）

図６‒２　中山胡民作盃（裏） 図６　中山胡民作盃（表）
（「村雲蒔絵盃」）
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図７－２　中山胡民作「立鶴蒔絵香合」の箱裏
（個人蔵）

図７　中山胡民作「立鶴蒔絵香合」
（個人蔵）

図７－３　中山胡民作「立鶴蒔絵香合」の箱底裏墨書
（個人蔵）
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図８‒２　原羊遊斎蒔絵酒井抱一下絵
「三組盃」を収納する箱墨書（個人蔵）

図８　原羊遊斎蒔絵酒井抱一下絵「三組盃」
（個人蔵）


